










  Iago is a diabolical villain, who brought catastrophe to the love between Othello, a Moorish 
general, and his beloved wife, Desdemona. It is of course a detestable role, but it received 
much attention in the 19th century because it was played by great actors of the time, whose 
performances were highly regarded. Of them, Edwin Booth played the most widely admired 
Iago, revealing the least of Iago’s inner villainy and making even the spectators believe his 
honesty and sincerity. When he appeared in the Lyceum in 1881, he and Henry Irving, 
actor-manager of the theater, exchanged the roles of Othello and Iago every week, with Ellen 
Terry playing Desdemona. This was an exquisite staging, bringing together the greatest 
actors and actress of the time. Irving, too, received much acclamation as Iago. This paper 









Salvini）やオリヴィエ（Sir Laurence Kerr Olivier）など、王政復古期の名優ベタートン（Thomas 
Betterton）以来数多くの名優たちが、新妻への信頼と腹心の部下の唆しとの間で苦悩するオセロ
ーの姿を見事に演じてきた。19世紀には黒人俳優によるオセローも登場する。さらに20世紀に
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は、黒人スターのポール・ローブソン（Paul Robeson）がオセローを演じてイギリスでもアメリ















ヤング（Charles mayne Young）、マクリーディー（William Charles Macready）、ジューニア
ス・ブース（Junius Brutus Booth）、フェクター（Charles Albert Fechter）、エドウィン・ブー
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とも 50 代、全盛期の活力は衰えていた。特にブースの方は、前述のように数々の試練を果敢に
乗り越え、栄光を手にしたあとの失望と不幸を経て、彼の俳優人生の中ではもう晩年にさしかか
っていた。酒のせいで健康も害していた。本来なら、アーヴィングとの競演よりも歴史に残る舞
台になっていたはずであるが、その力を出し切れなくなっていたのが非常に残念である。 
しかし、ブースもアーヴィングも見事にイアーゴーを演じた。ふたりの演じたイアーゴーは、
間違いなく、どちらも時代を代表する役柄のひとつである。ふたりはそれぞれ違う演じ方でその
演技を競ったが、内面の悪を極力表に出さずに誠実な人物になりきるブースのイアーゴーも、斬
新な工夫の数々で観客の目を釘付けにしたアーヴィングのイアーゴーも、史上最もすばらしいイ
アーゴーのひとつに数えられるものである。1881年初夏、ひと月半にわたってライシーアムの舞
台に交互に登場したふたりのイアーゴーは、それぞれ評価は異なるが、どちらもすばらしい演技
でこの劇場に詰めかけた観客を魅了したのである。 
 
